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「ハリソン内科学」原著第15版 (発行）メディカル・サイエンス・インターナショナル：976-978、2003

43．（作成委員長）松島敏春（委員）青木信樹、河野 茂、後藤 元、斉藤 厚、鈴木幹三、関沢清久、相馬一亥、中田

紘一郎、永武 毅、三笠桂一、山口恵三、渡辺 彰（協力者）宮下修行：日本呼吸器学会「呼吸器感染症に関する

ガイドライン」成人気道感染症診療の基本的 え方、日本呼吸器学会：2003

44．朝野和典、河野 茂：８．感染症、老年医学 (編集）荻原俊男（発行）朝倉書店：153-163、2003

45 井上祐一、河野 茂：第16章 Ｂ．感染性肺疾患 １．かぜ症候群 ２．クループ ３．急性気管支炎、ダイナミッ

クメディシン４ (監修）下条文武（発行）西村書店：8-13、2003

46．朝野和典、原 耕平： ．各疾患の BAL所見 Ｄ．呼吸器感染症 １．細菌性肺炎、気管支肺胞洗浄［BAL］法

の臨床ガイドライン (編集）田村昌士（発行）克誠堂出版：105-108、2003

47．井上祐一、河野 茂：第17章 Ｂ．感染症の変貌 ２．日和見感染症、ダイナミックメディシン５ (監修）下条文

武（発行）西村書店：21-23、2003

48．平潟洋一、河野 茂：肺炎 市中肺炎の原因微生物診断率向上の秘訣、呼吸器診療二頁の秘訣 (編集）福地義之助

（発行）金原出版：120-121、2003

49 朝野和典、河野 茂：疾患10 ガイドラインの使い方、シミュレイション内科 呼吸器疾患を探る 非腫瘍編 (編

著）河野修興（発行）永井書店：113-117、2003

50．宮崎義継、河野 茂： 各論 ７．真菌性肺炎、肺炎 (編）松本慶蔵、安藤正幸他（発行）医薬ジャーナル社：

182-190、2003

51．河野 茂：第２章 呼吸器疾患 ５．肺真菌症（アスペルギルス症他）、内科学第２版 (発行）文光堂（編集）
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黒川 清：226-228、2003

52．河野 茂：第11章 感染症 ２．しばしば遭遇する真菌感染症 Ｃ．アスベルギルス、内科学第２版 (発行）文

光堂（編集）黒川 清：2017-2019、2003

53．大野秀明、河野 茂：第３章 肺炎の診断 診断、新しい診断と治療のABC 17 肺炎 呼吸器４ (編集）斎藤

厚（発行）最新医学社：57-68、2003

54．岡三喜男：病態生理に関する最新の基礎的研究12 肺癌と薬剤感受性、別冊・医学のあゆみ 呼吸器疾患―state of
 

arts 2003-2005 (編集）北村 諭（発行）医歯薬出版株式会社：48-51、2003

55．岡三喜男、河野 茂：長崎大学医学部内科学第二講座、呼吸器学100年史 21世紀へのメッセージ (発行）日本呼

吸器学会：333-334、2003

56．岡三喜男：第６章 肺癌診療に必要な基礎知識 ２．ｅ．薬剤耐性、プラクティカル内科シリーズ１ 肺癌」改訂

第２版 (編集）福岡正博（発行）南江堂：230-235、2003

57．早田 宏、岡三喜男：呼吸機能障害、６．肺癌、看護アセスメントに役立つ検査の読み方 (編集）上平 憲、田代

隆良（発行）医学芸術社：36-41、2003

58．角川智之、迎 寛、門田淳一：病態生理に関する最新の基礎的研究34 肺線維症進展のメカニズム-Heat shock
 

protein 47との関連、別冊・医学のあゆみ 呼吸器疾患―state of arts 2003-2005 (編集）北村 諭（発行）医歯

薬出版株式会社：134-136、2003

59．門田淳一、賀来満夫、河野 茂： ．BAL法の実際 Ｃ．BAL法の手技 ８．病原微生物検査、気管支肺胞洗浄

［BAL］法の臨床ガイドライン (編集）田村昌士（発行）克誠堂出版：35-39、2003

60．迎 寛：７．過敏性肺炎 呼吸機能障害、看護アセスメントに役立つ検査の読み方 (編集）上平 憲、田代隆良

（発行）医学芸術社：42-47、2003

61．迎 寛：８．間質性肺炎 呼吸機能障害、看護アセスメントに役立つ検査の読み方 (編集）上平 憲、田代隆良

（発行）医学芸術社：48-54、2003

62．宮原嘉之：肺血栓塞栓症、できるナースブック 看護アセスメントに役立つ検査の読み方 (監修）上平 憲、田代

隆良（発行）医学芸術社：東京：55-60、2003

63．池田聡司：睡眠時無呼吸症候群、できるナースブック 看護アセスメントに役立つ検査の読み方 (監修）上平

憲、田代隆良（発行）医学芸術社：東京：61-68、2003

64．水田陽平：３．感染症 クロストリジウム感染症、2003今日の治療指針 (発行）医学書院：東京：163、2003

65．村瀬邦彦：虫垂炎、検査の読み方 医学芸術社：165-169、2003

66．水田陽平：クローン病、検査の読み方 医学芸術社：154-159、2003

67．水田陽平、磯本 一：検診を契機に診断された Cowden病の１例、消化管Network、メディカル朝日、４：35、2003

68．竹島史直：潰瘍性大腸炎、検査の読み方 医学芸術社：148-153、2003

69．中村 貴、宿輪三郎、村瀬邦彦：消化器がん、検査の読み方 医学芸術社：142-147、2003

70．古巣 央、磯本 一、河野 茂：胃・十二指腸潰瘍、検査の読み方 医学芸術社：160-164、2003

71．宮崎正信：９．腎疾患 急性腎炎症候群、2003今日の治療指針 （発行）医学書院：東京：400-401、2003

72．宮崎正信、阿部克成、河野 茂：in situ hybridization法、分子腎臓病学実験操作法 (編集）富野康日己（発行）

文光堂：東京：82-99、2003

73 阿部克成、宮崎正信、河野 茂： ．腎炎・ネフローゼ ３．糸球体疾患における C5a receptor発現の意義、Annual
 

Review 2003 腎臓 (編集）伊藤克己（発行）中外医学社：68-74、2003

74．宮崎正信：10 腎・尿路疾患、水電解質異常 ．腎疾患の検査所見異常 尿検査所見の異常、新臨床内科学（コ

ンパクト版）第３版 (監修）高久史麿（発行）医学書院：503-505、2003

75．宮崎正信、河野 茂：急速進行性糸球体腎炎（RPGN）―まず診断ができなければどうしようもない―、腎疾患の

とらえかた 眼でみるベッドサイドの病態生理 (編集）伊藤貞嘉（発行）文光堂：84-95、2003

76．西岡克章、宮崎正信、河野 茂：アミロイドーシス 薬物療法、臨床に直結する腎疾患治療のエビデンス (監修）

黒川 清（発行）文光堂：東京：168-171、2003

77．堀田義雄、宮崎正信、河野 茂：第２章 電解質異常の見方と対処法 Ｃ．カルシウム濃度の異常、よくわかる水

電解質・輸液 (編著）遠藤正之（発行）中外医学社：31-52、2003

78 西岡克章、宮崎正信、河野 茂：第２章 電解質異常の見方と対処法 Ｄ．リン濃度の異常、よくわかる水電解質・

輸液 (編著）遠藤正之（発行）中外医学社：53-63、2003

79．宮崎正信、河野 茂：第２章 電解質異常の見方と対処法 Ｅ．マグネシウム濃度の異常、よくわかる水電解質・

輸液 (編著）遠藤正之（発行）中外医学社：64-71、2003

80 宮崎正信、河野 茂：第20章 Ｄ．腎糸球体病変 ２．急性糸球体腎炎症候群、ダイナミックメディシン６ (監修）

下条文武（発行）西村書店：29-31、2003
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Ｂ-ｄ

１．岩本愛吉、山口恵三、河野 茂、大西健児、角田隆文、賀来満夫、相楽裕子、吉開泰信、中村 修：２．バイオテ

ロに関する疾患の臨床診断および治療マニュアルの作成 Ｃ．真菌疾患、厚生労働科学研究費補助金 新興・再興

感染症研究事業 生物テロに使用される可能性の高い病原体による感染症の蔓延防止、予防、診断、治療に関する

研究班 平成14年度総括・分担研究報告書：79-81、2003

２．澤井豊光、作 直彦、押川克久、大野彰二、杉山幸比古：MRSAマウス血行性肺感染モデルにおけるマクロライド

薬の効果の検討、The Japanese Journal of Antibiotics 第９回マクロライド新作用研究会」記録集、56：54-56、

2003

３．柳原克紀、金子幸弘、黒木美鈴、宮崎義継、平潟洋一、迎 寛、朝野和典、門田淳一、田代隆良、河野 茂：び

まん性汎細気管支炎（DPB）および DPB類似マウスモデルにおけるMUC5ACの分泌とマクロライドの効果、The
 

Japanese Journal of Antibiotics 第９回マクロライド新作用研究会」記録集、56：60-65、2003

４．今村圭文、朝野和典、金子幸弘、柳原克紀、宮崎義継、平潟洋一、田代隆良、河野 茂：緑膿菌の増殖期別薬剤感

受性、厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業 日和見感染症の治療に関する研究 平成14年度研究報告

書：51-55、2003

５．宮崎泰可、掛屋 弘、宮崎義継、宮越俊一、川村陽子、河野 茂：Delta-5,6-desaturaseの欠損が Candida albicans

の抗真菌薬感受性及び病原性に与える影響、厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業 日和見感染症の治療

に関する研究 平成14年度研究報告書：56-63、2003

６．河野 茂、朝野和典： 院内感染を防止するための医療用具及び院内環境の管理及び運用に関する研究」分担研究報

告書 ⑸ 気管支内視鏡洗浄・消毒に関する研究、厚生労働科学研究費補助金 医薬安全総合研究事業 平成14年

度総合研究報告書（主任研究者 山口恵三）：171-195、2003

７．（分担研究者）山口恵三（研究協力者）古谷信彦、藤本修平、……河野 茂、平潟洋一、他43名： 院内感染対策サー

ベイランス」事業「検査部門サーベイランス」の現状報告と問題点の検討、厚生労働科学研究費補助金 新興・再

興感染症研究事業 平成14年度分担研究報告書（主任研究者）荒川宜親：116-129、2003

８．原 耕平、石野 徹、塩澤恒雄、山中里江、堤 薫子、千住雅博、三島陽子、井手さつき、浅井貞宏、山口耕一：

腎炎患者の食事指導に関するアンケート調査成績―医師および患者の え方―、長崎短期大学研究紀要、15：

13-18、2003

９．河野 茂：厚生労働科学研究費補助金（健康科学総合研究事業）総括研究報告書 居住環境に基づく感染性疾患と

その管理に関する研究」、厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 平成14年度研究報告書：1-5、2003

10．河野 茂、平潟洋一：厚生労働科学研究費補助金（健康科学総合研究事業）主任研究報告書 居住環境に基づく感

染性疾患とその管理に関する研究」、厚生労働科学研究費補助金健康科学総合研究事業 平成14年度研究報告書：

6-27、2003

11．朝野和典：シンポジウム 緑膿菌感染症治療の新戦略 呼吸器感染症、第37回緑膿菌感染症研究会講演記録（平成

15年１月24・25日 那覇）：13-17、2003

12．今村圭文、朝野和典、関 雅文、金子幸弘、柳原克紀、宮崎義継、平潟洋一、田代隆良、河野 茂：緑膿菌による

慢性気道感染症におけるQuorum-sensing機構の役割、第37回緑膿菌感染症研究会講演記録（平成15年１月24・25

日 那覇）：40-44、2003

13．金子幸弘、柳原克紀、今村圭文、宮崎義継、平潟洋一、迎 寛、朝野和典、門田淳一、田代隆良、河野 茂：びま

ん性汎細気管支炎（DPB）および DPB類似マウスモデルにおけるMUC5ACの分泌とマクロライドの効果、第37回

緑膿菌感染症研究会講演記録（平成15年１月24・25日 那覇）：49-56、2003

14．永田十和子、迎 寛、角川智之、貝田英之、黒木美鈴、柳原克紀、朝野和典、門田淳一、小路武彦、河野 茂：

慢性緑膿菌感染モデルにおけるエリスロマイシン長期投与の緑膿菌に対する効果、The Japanese Journal of Anti-

biotics 第９回マクロライド新作用研究会」記録集、56、(suppleA)：57-59、2003

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2003 90 3 0 0 93 86 30 113 80 14 237 330

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2003 0 3 26 29 8 23 123 154 183
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原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2003 0.282 8.455 0.925 7.818

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2003 278.922 25.357 3.243
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